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忍者を倒して決めポーズ！忍者を倒して決めポーズ！



今 月 の 表 紙

男 ………………………… 3,806人
女 ………………………… 4,394人
計 ………………………… 8,200人
世帯 …………………… 4,737世帯

（－ 3）
（＋ 7）
（＋ 4）
（＋ 10）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜６月 30 日現在＞
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消防だより18

あぶた福祉会19

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

ウォルフ 光音ちゃん                 
　　　  　　（みお）

ジェシ・ウェイドさん・有由美さん
５月 19 日生　虻６区

16 さわやかだより
受けましょう！結核・肺がん検診

13 安倍晋三元首相を偲ぶ「洞爺湖サミット宣言の地」に献花台設置
マイナンバーカードの申請はお済みですか

広報とうやこ　2022 年８月 ２

　７月 23 日（土）、サマーフェ
スタ 2022in 洞爺湖が開催さ
れました。
　当日は、雨が降ったり止ん
だりのあいにくの天候でした
が、会場内では、さまざまな
催しがあり、訪れた人たちは、
３年ぶりに開催された洞爺湖
の夏のイベントを楽しんでい
ました。ー関連ｐ３ー

おめでとう100 歳歳

  安藤千代子さん（温２区）が６月１日に100歳の誕生日を
迎えたことを記念し、下道町長が27日、自宅を訪問してお
祝い金と花束を贈呈、長寿を祝福しました。

安藤千代子さん

洞爺湖町フェア開催！
洞爺湖町とセンチュリーロイヤルホテルが連携し、昨

年に引き続き「洞爺湖町フェア」を開催します。
　「安全品質」の認証産地である洞爺湖町産野菜を使っ
た特別メニューの提供や、洞爺湖町のクリーン農業に対
する取り組みなどを紹介するロビー展を開催します。　

皆さん、ぜひ、足を運んでみてはいかがでしょうか。
■開催期間　８月１日（月）～ 31 日（水）
■開催場所　センチュリーロイヤルホテル（札幌市中央
　　　　　　区北５条西５丁目）　
■問合せ　農業振興課農業振興グループ（☎ 82-5111）

みんなで守ろう　洞爺湖町の景観14

洞爺湖町防災学習会開催15



虻田中学校吹奏楽部
虻田中学校吹奏楽部

腕に鷹を乗せる子ども腕に鷹を乗せる子ども

広報とうやこ　2022 年８月広報とうやこ　2022 年８月３

pickup news

「お祭り・お神輿（みこし）」

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 46 回目は上下水道課岩渕能規です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

サ　　マーフェスタ 2022in 洞爺湖（（一社）洞爺湖温泉観光協会主催）
　　が７月 23 日（土）、洞爺湖遊覧船乗り場前特設会場で行われ
ました。
　毎回、大人気の登別伊達時代村「忍者ショー」をはじめ、洞爺・
虻田両中学校の吹奏楽部による演奏、ギタリスト KAI さんによるス
テージ演奏など、会場を大いに盛り上げました。
　また、ヤギやウサギ、ヘビなどの 13 種類の動物と触れ合えるノ
ースサファリサッポロの「移動動物園」や洞爺湖有珠山ジオパーク
クイズラリーのほか、サマーフェスタ初登場の「ふわふわスライダ
ー」には、たくさんの子どもたちが列を作っていました。
　イベントの締めくくりは、洞爺湖ロングラン花火大会。
　洞爺湖の夏の夜空を鮮やかに彩りました。

サマーフェスタ2022
洞爺湖洞爺湖洞爺湖洞爺湖inin

洞爺湖は
　きれいだね～
洞爺湖は
　きれいだね～

湖畔遊歩道に展示されたクラシックカー湖畔遊歩道に展示されたクラシックカー

ギタリスト KAI さんのステージ
ギタリスト KAI さんのステージ 洞爺中学校吹奏楽部洞爺中学校吹奏楽部

右の肩でお神輿を担いで上下に揺らす仕草をします。右の肩でお神輿を担いで上下に揺らす仕草をします。



広報とうやこ　2022 年８月 ４

北海道・北東北の縄文遺跡群北海道・北東北の縄文遺跡群
世界遺産登録から１周年世界遺産登録から１周年

■問合せ■問合せ    社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）

特集

　
　
江
・
高
砂
貝
塚
で
見
つ
か
っ

　
　
た
出
土
品
の
数
々
を
展
示
し

て
い
る
入
江
・
高
砂
貝
塚
館
。
７

月
下
旬
の
あ
る
日
、
館
内
は
修
学

旅
行
中
の
児
童
で
ご
っ
た
返
し
て

い
ま
し
た
。
動
物
の
骨
で
削
り
だ

し
た
漁
具
や
土
器
な
ど
に
カ
メ
ラ

を
向
け
、
説
明
文
を
ノ
ー
ト
に
書

き
写
す
と
次
は
入
江
貝
塚
へ
。
竪

穴
住
居
の
跡
に
立
ち
、
学
芸
員
か

ら
「
こ
の
下
に
は
今
も
縄
文
時
代

の
家
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
解

説
を
聞
く
と
目
を
大
き
く
し
て
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
入
江
・
高
砂
貝
塚
で
は
、
世
界

遺
産
登
録
後
、
見
学
者
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
前
の
２
０
１
９
年

４
月
～
11
月
は
３
８
３
０
人
で
し

た
が
、
２
０
２
１
年
は
７
月
～
11

月
の
５
か
月
で
４
５
４
７
人
を
記

録
。
今
年
は
４
月
～
７
月
20
日
の

お
よ
そ
４
か
月
で
３
６
３
４
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
団
体
客
が
占
め
る
割

合
が
多
く
、
２
０
２
１
年
は

１
４
９
７
人
と
全
体
の
３
割
以
上

を
占
め
ま
し
た
。
今
年
は
７
月
20

日
現
在
で
１
５
５
３
人
と
す
で
に

昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
修
学

旅
行
な
ど
授
業
の
一
環
と
し
て
訪

れ
る
学
校
も
多
く
、
教
育
に
お
け

る
価
値
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
来
年
３
月
末
ま
で
開

館
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

注
目
を
集
め
そ
う
で
す
。
次
ペ
ー

ジ
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

入

北海道・北東北の縄文遺跡群
　北海道のほか青森県、岩手県、秋田県にある
17 の考古遺跡で構成。2019 年７月に世界文化
遺産登録の推薦候補に選ばれ、2021 年５月の
登録勧告を経て同年７月の第 44 回世界遺産委
員会で登録が決定。
　道内の世界遺産は知床に続く２件目で、世界
文化遺産としては初めて。

縄文時代の漁について解説を聞く児童縄文時代の漁について解説を聞く児童

縄文人が骨で作った道具の数々縄文人が骨で作った道具の数々

入江貝塚の竪穴住居入江貝塚の竪穴住居

　「北海道・北東北の縄文遺跡群」がユネスコ（国連教育科学文化機関）の世界
遺産に登録されてから今年７月で１年が経ちました。
　世界遺産登録は大きな反響を呼び、洞爺湖町の「入江・高砂貝塚」も見学者
が急増。縄文文化に理解を深めようと連日、多くの人が訪れています。

登録から１年を機に入江・高砂貝塚の今と登録後に行われた主な事業を紹介します。



広報とうやこ　2022 年８月広報とうやこ　2022 年８月５

特集 北海道・北東北の縄文遺跡群　世界遺産登録から１年北海道・北東北の縄文遺跡群　世界遺産登録から１年

世界遺産登録後の主な取り組み世界遺産登録後の主な取り組み
︻
２
０
２
１
年
︼

︻
２
０
２
１
年
︼

■
世
界
遺
産
委
員
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
︵
７
月
27
日
︶

　
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
け
る

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世

界
遺
産
認
定
を
町
民
や
有
識
者
が
見
届

け
ま
し
た
。

■
世
界
遺
産
登
録
記
念
式
典
︵
11
月
22

日
︶

　
文
化
庁
長
官
と
縄
文
遺
跡
群
の
構
成

遺
産
を
有
す
る
４
道
県
の
知
事
、
市
町

村
の
首
長
が
参
加
。
登
録
を
祝
い
ま
し

た
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成

21
、
22
年
度
に
３
回
ず
つ
講
習
会
を

開
催
。
現
在
は
11
人
が
登
録
し
、
５
人

が
ガ
イ
ド
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。

■
縄
文
遺
跡
群
パ
ネ
ル
展

11
月
25
日
〜
12
月
22
日
に
み
ず
う
み

読
書
の
家
、
22
年
１
月
の
成
人
式
で
開

催
し
ま
し
た
。

︻
２
０
２
２
年
︼

︻
２
０
２
２
年
︼

■
縄
文
遺
跡
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

勉
強
会
︵
伊
達
洞
爺
湖
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

地
域
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
催
。

２
月
16
日
︶

　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、
縄
文
遺
跡
を

活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
他
地

域
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
ポ
ケ
ッ
ト
学
芸
員
の
導
入

　
入
江
・
高
砂
貝
塚
と
貝
塚
館
を
中
心

に
、
洞
爺
湖
町
に
あ
る
文
化
財
の
解
説

な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ア

プ
リ
を
４
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

■
縄
文
体
験
事
業
︵
５
月
５
日
︶

　
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
入
江
・
高

砂
貝
塚
館
で
勾
玉
作
り
、
弓
矢
の
体
験

を
実
施
し
、
１
０
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

■
世
界
遺
産
登
録
１
周
年
記
念
第
12
回

と
う
や
湖
縄
文
ま
つ
り
︵
７
月
18
日
︶

　
入
江
・
高
砂
貝
塚
館
で
開
催
し
、
シ

カ
の
骨
を
使
っ
た
釣
り
針
作
り
や
火
起

こ
し
体
験
を
実
施
。
１
５
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｒ
事
業

・
虻
田
郵
便
局
が
、
入
江
・
高
砂
貝
塚

の
写
真
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
を
作
成
、
限
定
販
売
中

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
特
別
編
成
の
特
急
北

斗
ラ
ベ
ン
ダ
ー
編
成
で
入
江
・
高
砂
貝

塚
を
Ｐ
Ｒ
。
運
行
初
日
に
町
職
員
が
車

内
で
チ
ラ
シ
を
配
布

世界遺産登録１周年記念世界遺産登録１周年記念
第 12 回とうや湖縄文まつり第 12 回とうや湖縄文まつり

入
江・高
砂
貝
塚
が
、

北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
の
構
成
遺
産

と
し
て
、
世
界
遺
産
登

録
さ
れ
て
か
ら
１
周
年

を
記
念
し
、
第
12
回
と

う
や
湖
縄
文
ま
つ
り
が

７
月
18
日
、
入
江
・
高

砂
貝
塚
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
２
０
２
０

年
、
21
年
は
中
止
し
た

た
め
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
シ
カ
の
角

を
使
っ
た
釣
り
針
作
り

や
火
起
こ
し
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
シ
カ
の
角
の
釣

り
針
は
、
水
槽
に
浮
か
べ
た
木
製

の
魚
な
ど
を
つ
り
上
げ
る
ゲ
ー
ム

で
使
い
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

火起こし体験火起こし体験

縄文時代の道具作り縄文時代の道具作り手作りの釣り針を使った釣り体験手作りの釣り針を使った釣り体験



　

　
　
戸
幕
府
の
官
営
牧
場
創
業
期
の

　
　
事
情
や
馬
産
史
の
歴
史
を
知
る

上
で
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
歴
史
資
料

と
し
て
北
海
道
や
町
の
文
化
財
指
定

を
受
け
て
い
る
入
江
地
区
と
大
磯
地

区
の
馬
頭
観
世
音
碑
を
保
護
・
活
用

し
、
後
世
に
つ
な
ぐ
た
た
め
、
町
が

記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
事
業
に
は
、
下
道
町
長
を
は
じ
め

馬
頭
観
世
音
碑
の
保
全
な
ど
に
携

わ
っ
た
関
係
者
が
出
席
。
虻
田
地
区

の
開
拓
を
支
え
た
馬
た
ち
に
感
謝
を

捧
げ
、
碑
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

のわだい
まち

広報とうやこ　2022 年８月 ６

　
　
爺
湖
芸
術
館
の
春
特
別
展
「
吉

　
　

田
卓
矢
展　

い
き
も
の
た
ち

が
宿
る
帆
布
（
カ
ン
ヴ
ァ
ス
）」
の

来
館
者
数
が
１
，
７
５
９
人
と
な

り
、
2
0
1
9
年
春
特
別
展
の
１
，

１
７
６
人
を
大
幅
に
超
え
る
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
別
展
は
、
４
月
23
日
～

６
月
５
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
牧
歌
的

な
自
然
風
景
や
本
来
そ
こ
に
は
い
な

い
は
ず
の
い
き
も
の
た
ち
が
鮮
や
か

な
色
彩
で
描
か
れ
た
作
品
を
展
示
、

訪
れ
る
来
館
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。 洞

洞

江

開拓を支えた馬たちに感謝�
入江・大磯馬頭観世音碑建立記念事業

６
５

瑞宝単光章を受章�
熊澤俊彦さん叙勲報告

６
６

特別展の来館者数過去最高を更新
芸術館春特別展　吉田卓矢展

　
　
爺
湖
の
環
境
や
生
態
系
に
興
味

　
　
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
洞
爺

湖
漁
業
協
同
組
合
（
篠
原
功
組
合

長
）
の
協
力
で
ヒ
メ
マ
ス
と
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
う
や
小
学
校
の
２
年
生

と
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
１
～
２
年
生

約
30
人
の
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
学
校
近

く
の
湖
畔
で
実
施
、
両
校
合
わ
せ
て

１
万
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」、「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て

き
て
ね
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
笑
顔

で
見
送
り
ま
し
た
。

洞爺湖の環境や生態系に興味を�
ヒメマスとヤマメの稚魚放流

６
７

　
　
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）
を
受

　
　
章
し
た
熊
澤
俊
彦
さ
ん
（
青
２

区
）
が
、
町
に
叙
勲
を
報
告
し
ま
し

た
。
熊
澤
さ
ん
は
１
９
７
９
年
３
月
、

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
、
同
年
９
月
に

名
寄
駐
屯
地
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

北
部
方
面
の
総
監
部
付
隊
の
配
属
と

な
っ
て
か
ら
は
予
算
や
人
事
関
連
の

仕
事
を
担
い
、
２
０
１
４
年
７
月
に

定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　
熊
澤
さ
ん
は
「
自
衛
官
の
誇
り
を

持
っ
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
家
族

に
感
謝
し
た
い
で
す
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

瑞

ヒメマスの稚魚を放流する子どもたちヒメマスの稚魚を放流する子どもたち 下道町長（左）に叙勲を報告した熊澤さん（右）下道町長（左）に叙勲を報告した熊澤さん（右）

特別展の作品を鑑賞する来館者特別展の作品を鑑賞する来館者大磯馬頭観世音碑に手を合わせる出席者大磯馬頭観世音碑に手を合わせる出席者

～23
4

５
６
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

ヤナギの木の皮をむいている子どもヤナギの木の皮をむいている子ども

砂浜のゴミを拾う参加者砂浜のゴミを拾う参加者

　
　

を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切

　
　
さ
や
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
人

権
尊
重
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
人
権
の
花
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
22
日
に
虻
田
小
学
校
（
小
野
島
晶

校
長
）で
花
苗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

３
年
生
23
人
が
苗
を
受
け
取
り
花
壇

に
移
植
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
花
植
え
は
楽
し
か
っ
た
」「
み
ん
な

で
協
力
し
て
花
を
育
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
28
日
に
は
洞
爺

湖
温
泉
、
29
日
に
は
と
う
や
小
学
校

で
も
同
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花

NPO法人北海道海浜美化をすすめる会
洞爺湖町海浜美化キャンペーン実施26

６

観測業務に長年協力
気象庁長官表彰伝達７

６

　
　
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）
の

　
　
１
年
生
21
人
が
洞
爺
湖
温
泉
に

あ
る
足
湯
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
観
光
施
設
で
あ
る
手
湯
や
足
湯

の
清
掃
を
通
し
て
、
地
元
の
基
幹
産

業
の
活
性
化
や
地
域
貢
献
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
洞
龍
の
湯
、
薬
師
の
湯

の
２
班
に
分
か
れ
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ

や
た
わ
し
で
浴
槽
を
こ
す
っ
た
り
、

座
席
や
て
す
り
を
雑
巾
で
拭
い
た
り

し
て
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
た
。

虻

丁寧に足湯を清掃する生徒たち丁寧に足湯を清掃する生徒たち

地域のためにボランティア
虻田高校生が足湯を清掃

６
７

人を思いやる気持ちを大切に
人権の花運動実施

　
　
蘭
地
方
気
象
台
が
、
地
域
気
象

　
　
観
測
所
の
管
理
を
行
っ
て
い
る

町
に
対
し
、
気
象
庁
長
官
表
彰
感
謝

状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
１
９
７
８
年
12
月
、
洞
爺

湖
温
泉
に
雨
量
観
測
所
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
有
珠
山
噴

火
記
念
公
園
に
移
設
さ
れ
、
町
が
管

理
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
を
訪
れ
た
新
出
祥
文
台
長
が

表
彰
状
を
下
道
英
明
町
長
に
伝
達
し

「
長
年
の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
今

後
も
連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

室

N
　
　
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
海
浜
美
化
を

　
　

す
す
め
る
会
（
水
崎
呈
会
長
）

が
洞
爺
湖
町
海
浜
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
「
海
、
い
の
ち
の
故
郷
」

を
テ
ー
マ
に
北
海
道
の
海
辺
を
日
本

一
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
年
に
５
～

６
回
、
道
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
海
浜
地

な
ど
で
地
元
住
民
団
体
や
行
政
と
協

力
し
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
同
会
会
員
や
札
幌
国
際
大

学
、
札
幌
学
院
大
学
の
学
生
な
ど
約

40
人
が
参
加
、
入
江
地
区
の
砂
浜
の

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

22・28・29
６

花壇に花の苗を植える子どもち花壇に花の苗を植える子どもち

感謝状を贈呈した新出台長（右）と下道町長（左）感謝状を贈呈した新出台長（右）と下道町長（左）
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暮
ら
し お知らせ

information

厚
生
年
金
の
加
入
者
が
退
職

（
失
業
）
し
た
場
合
、
役
場
の
年

金
担
当
窓
口
で
加
入
の
手
続
き
を

行
い
、月
額
１
６
，５
９
０
円（
令

和
４
年
度
の
金
額
）
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失

業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に

限
り
利
用
で
き
ま
す
。
免
除
さ
れ

る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対

象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
際
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
添
付

し
、
役
場
住
民
課
・
洞
爺
総
合
支

所
庶
務
課
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－
50

－
1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

友
人
・
知
人
か
ら
暗
号
資
産
や

海
外
事
業
へ
の
投
資
な
ど
の
儲
け

話
を
「
人
に
紹
介
す
れ
ば
報
酬
を

得
ら
れ
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
契
約

し
た
が
、
事
業
者
の
実
態
や
儲
け

話
の
仕
組
み
が
わ
か
ら
ず
、
解
約

や
返
金
を
求
め
て
も
交
渉
が
難
し

い
と
い
う
相
談
が
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相

談
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
友
人
な
ど
か
ら
「
海
外
の
不
動

産
に
投
資
す
れ
ば
仮
想
通
貨
で
配

当
が
あ
る
。
借
金
を
し
て
も
投
資

者
を
紹
介
す
れ
ば
紹
介
料
を
受
け

取
れ
る
の
で
返
済
で
き
る
」
と
投

資
に
誘
わ
れ
た
。
代
金
を
渡
し
た

が
契
約
書
面
や
領
収
書
は
無
く
、

セ
ミ
ナ
ー
で
も
投
資
の
仕
組
み
の

説
明
は
な
か
っ
た
。
友
人
に
解
約

の
連
絡
を
し
た
が
「
半
額
し
か
返

金
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
実
態
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

「
モ
ノ
な
し
マ
ル
チ
商
法
」
は
契

約
し
な
い　

②
解
約
や
返
金
を
求
め
よ
う
と
し

て
も
連
絡
先
が
不
明
確
で
交
渉
が

困
難
な
た
め
、
勧
誘
は
必
ず
断
る

③
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
や
借
金
は
し
な
い　

出
典
:
独
立
行
政
法
人　
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ　
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

小
さ
い
マ
ツ
カ
ワ
の
保
護

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

マ
ツ
カ
ワ
は「
王お

う
ち
ょ
う蝶」

と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
名
を
持
ち
、
白
身
の
高

級
魚
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
獲
量

が
少
な
く
ま
ぼ
ろ
し
の
魚
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
マ
ツ
カ

ワ
を
養
殖
・
放
流
し
水
揚
げ
を
増

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
魚
の
資
源
保
護
の
た
め
、
８

月
８
日
～
令
和
５
年
８
月
７
日
ま

で
の
期
間
、
胆
振
総
合
振
興
局
管

内
沖
合
海
域
で
、
全
長
35
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
未
満
の
小
さ
い
マ
ツ
カ

ワ
を
採
捕
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
海
中
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局　

胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
事
務
局（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
8
1
2
）

モ
ノ
な
し
マ
ル
チ
商
法
に

注
意
！

国
民
年
金
か
ら

退
職　
　
　
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

︵
失
業
︶

令
和
４
年
度
北
海
道
警
察

官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

伊
達
警
察
署
か
ら

北
海
道
警
察
で
は
、
警
察
官
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
概
要　

採
用
予
定
人
数　

２
０
０
人
程
度（
男
性
Ａ
区
分
35

人
程
度
、
男
性
Ｂ
区
分
１
１
５
人

程
度
、
女
性
Ａ
区
分
15
人
程
度
、

女
性
Ｂ
区
分
35
人
程
度
）

■
受
験
資
格（
学
歴
）　
︻
Ａ
区
分
︼

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期



お知らせ
大
学
を
除
く
）
な
ど
を
卒
業
し
た

者（
令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
※
高

度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
ま
た
は

令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
者
を
含
む
。︻
Ｂ
区
分
︼

広報とうやこ　2022 年８月９

建
退
共
制
度
の
お
知
ら
せ

建
退
共
制
度
は
、
中
小
の
建
設

業
者
な
ど
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。

　
掛
金
助
成
の
ほ
か
、
税
法
上
の

優
遇
措
置
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
建
設
業
の
事
業
主
や
雇
用
者

行
　
政

出
産
祝
金
の
支
給
金
額
を

拡
充
し
ま
し
た

　
洞
爺
湖
町
は
平
成
27
年
４
月
か

ら
、
新
生
児
を
出
産
し
た
家
庭
に

出
産
祝
金
と
し
て
商
品
券
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら

は
支
給
金
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
支
給
額
　
①
第
１
子
10
万
円

（
変
更
前
５
万
円
）
②
第
２
子

15
万
円（
同
７
万
円
）
③
第
３
子

20
万
円（
同
10
万
円
）

■
支
給
要
件　
申
請
時
点
で
子
ど

も
の
保
護
者
が
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
、
か
つ
居
住
し
て
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
１
）

Ａ
区
分
以
外
の
者
。

■
年
齢　
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者（
令
和
５
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
）

■
受
付
期
間　
令
和
４
年
７
月
１

日
～
８
月
19
日

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

伊
達
警
察
署（
☎
22

－

０
１
１
０
）

日　程 テーマ・講師 持ち物 受付期間

11月 22日（火）
「アイシングクッキー作り」　　　　　　　　　　  　　
　講師　ＪＳＡサロネーゼ協会アイシング
　　　　クッキー認定講師　越後　あゆみさん
　場所　洞爺ふれ愛センター

・飲み物 11月15日（火）まで

12月６日（火）
「ヨガでリフレッシュしよう」
　講師　インド中央政府公認ヨガ
　　　　インストラクター　木村　洋子さん
　場所　健康福祉センターさわやか

・バスタオル１枚
・フェイスタオル１枚
・飲み物

11月29日（火）まで

    令和５年
１月 24日（火）

「絵本の楽しさ」
講師　齊藤　敬子さん

　場所　洞爺ふれ愛センター
・飲み物 令和５年１月17日

（火）まで

■当日連絡先
　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
　洞爺ふれ愛センター（☎ 82-5185）

■時　間　10 時～（受付開始　９時 45 分～）
■対　象　０歳（６か月以上）～３歳（未就園児）までの子ど
               もを持つ保護者、妊婦
■人　数　先着 10 組 < 予約制 >
■お子様の持ち物  紙おむつ（必要な人）、ビニール 袋（使用済     
           　　　　　みのおむつ入れ）、お尻ふき、着替え、ジャン　
  　　　　　　　　パー、 靴、帽子、水分補給物（水かお茶）
■申込み・問合せ　子育て支援センター（☎ 76-2008）

※当日は託児も行います。
※全講座町民カレッジ対象です
　ので、カレッジ手帳を忘れず
　にお持ちください。
※電話での申込みも可能です。

　はつらつパパ・ママのこそだてセミナー　

は
加
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業
推

進
課（
☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
６
７
）
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空き家バンクに登録しませんか？

洞爺湖町

⑤連絡・交渉・契約（当事者間）

①ＨＰ掲載の登録

④希望者情報の連絡

②ＨＰ公開

③購入希望など

定住・移住希望者

空き家を借りたい
　　　　買いたい

洞爺湖町ホームページに
空き家情報を掲載

空き家の所有者

空き家を貸したい
　　　　売りたい

空 き 家 バ ン ク の 仕 組 み

　町では、空き家を有効活用し、移住や定住を促進して地
域の活性化を図る「空き家バンク」事業を行っています。
「空き家を誰かに売りたい、貸したい」などと考えている
空き家所有者の皆さん、空き家バンクに登録してみません
か。登録すると、空き家関連の情報を町のホームページに
掲載し、興味がある人とをつなぐ役目を果たします。
　空き家バンクの閲覧件数は年々増えていて、子育て世代
や移住希望者などから一軒家を探しているという相談が

多く寄せられています。多数の登録をお待ちしています。
■登録方法（HP掲載）
　印鑑と登記簿謄本などの書類（無い場合は事前に連絡を
お願いします）や物件の写真を持参してもらい、申請書に
記入します。登録完了になったのちに、ホームページに掲
載します。
■問合せ　産業振興課地域振興グループ（☎74-3005）

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目
　
①
航
空
学
生（
海
、

空
）
②
防
衛
大
学（
一
般
）
③
予

備
自
衛
官
補（
一
般
、
技
能
）
④

第
２
回
一
般
曹
候
補
生
⑤
第
３
回

自
衛
官
候
補
生

■
資　
格　
①
18
歳
以
上
23
歳
未

満（
海
）18
歳
以
上
21
歳
未
満（
空
）

②
18
歳
以
上
21
歳
未
満
③
18
歳
以

上
34
歳
未
満
④
、
⑤
18
歳
以
上
33

募
　
集

　
第
23
回
未
来
に
残
そ
う
青
い

海
・
海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
開
催
に
あ
た
り
、
小
中
学
生

を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

■
募
集
期
限　

９
月
９
日（
金
）

ま
で

■
募
集
部
門　
小
学
生
低
学
年
の

部・
高
学
年
の
部
、
中
学
生
の
部

■
応
募
先　
〒
０
４
７

－８
５
６
０　

北
海
道
小
樽
市
港
町
５
番
２
号　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
警
備
救

難
部
環
境
防
災
課「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海　
海
上
保
安
庁
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
担
当

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
募
集

公共工事の契約状況

工事名 請負業者 契約金額 工　期 工事場所 工事概要

入江地区配水管
布設替工事第１
工区

㈱ヒロセ
配管設備 15,950,000円 ７月 20日～

11月 10日 虻田地区
新設　DCIPφ 150mm 
L=173.57m
撤去　ACPφ 150mm 
L=162.44m

入江地区配水管
布設替工事第２
工区

ホッコー
建設運輸
㈱

42,361,000円 ７月 20日～
12月 26日 虻田地区

新設　DCIPφ 150～
75mm L=295.91m
撤去　ACPφ 150～
75mm L=290.37m
仮設　SUSφ 150mm 
L=293.00m

高台８号線外配
水管布設替工事

ホッコー
建設運輸
㈱

12,617,000円 ７月 20日～
10月 31日 虻田地区

新設　DCIPφ 75mm 
L=115.12m
撤去　ACPφ 75mm 
L=89.56m
仮設　Peφ 40～ 25mm 
L=97.00m

　町では契約金額が１千万円以上の公共工事の契約状況について、次のとおり公表しています。
■問合せ　総務課管財・情報グループ（☎ 74-3000）

洞
爺
湖
町
高
齢
者
運
動
会

の
開
催
を
中
止
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
洞
爺
湖
町
高
齢
者

運
動
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
と
参
加
者
の
健
康
を

考
慮
し
、
中
止
し
ま
す
の
で
ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
１
）
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こととうう ここやや No.17 防災の日について防災の日について
1923年（大正 12年）９月１日に発生した関東大震
災、1959（昭和 34年）年 9月 26日に上陸し、戦後
最大の被害となった伊勢湾台風などをきっかけに、防
災に関する啓発を目的として毎年９月１日は「防災の
日」、８月３０日から９月５日は「防災週間」に制定さ
れています。
　私たちが暮らす日本は世界でも自然災害が多い国と
して有名で、例えば、世界のマグニチュード６超の地
震の約２割は日本で発生し、また、梅雨時期からは台

風が集中して大雨や河川の氾濫、土砂災害などの被害
を与えています。
　災害はいつ発生するか誰にも予想できません。災害
の被害を最小限にするには、日ごろから防災について
考えることが大切です。
　今月号では、地震や津波などで被災した人が語る「備
蓄しておいて良かったもの」を紹介します。
　年に一度の防災の日を機に、日ごろの防災対策を見
直してみてはどうでしょうか。

・食料、非常食（缶詰など）、飲料水
・携帯電話（スマートフォン）のモバイルバッテリー
・乾電池
・ガスコンロ、カセットボンベ

●被災者が語る備蓄しておいて良かったもの

お知らせ

Ｂ
型
肝
炎
の
給
付
金
、
訴
訟

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
参
加
無
料
。
予
約
制
と
な

り
ま
す（
予
約
用
電
話
番
号
22

－

２
３
２
８
）

■
日　
時　
９
月
９
日（
金
）
13

時
～
19
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８
）　

Ｂ
型
肝
炎
給
付
金
相
談
会

・防寒グッズ
・子どものおむつ
・ラジオ、懐中電灯
・衛生用品・ガスコンロ、カセットボンベ

歳
未
満

■
受
付
期
間

①
９
月
８
日（
木
）

ま
で
②
10
月
26
日（
水
）
ま
で
③

9
月
16
日（
金
）
ま
で
④
９
月
５

日（
月
）
ま
で
⑤
９
月
９
日（
金
）

ま
で

■
試
験
期
日　
①
９
月
19
日（
月
）

②
11
月
５
日（
土
）
６
日（
日
）
③

９
月
25
日（
日
）～
10
月
10
日（
月
）

④
９
月
15
日（
木
）
～
18
日（
日
）

⑤
９
月
23
日（
金
）
～
29
日（
木
）

※
②
～
⑤
は
期
日
中
の
い
ず
れ
か

１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

救
急
の
日
講
演
会

　
伊
達
医
院
の
岩
本
秀
一
院
長
が

「
超
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
～
病

気
を
知
る
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が

る
～
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

す
。

■
日　
時　
９
月
８
日（
木
）
14

時
～
15
時
30
分

■
場　

所　

伊
達
市
保
健
セ
ン

タ
ー（
伊
達
市
末
永
町
39—

８
）

■
定　
員

40
人（
先
着
順
。
参

相
　
談

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署
に

提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
。

■
日　
時
　
８
月
20
日︵
土
︶、
９

月
17
日︵
土
︶
９
時
30
分
~
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・　

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
開
催

無
料
法
律
相
談
会
開
催

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日　
時　

①
８
月
18
日（
木
）

②
９
月
１
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）
②

池
田
翔
一
弁
護
士（
池
田
翔
一
法

律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

加
無
料
）

■
申
込
方
法　
胆
振
西
部
医
師
会

に
電
話
申
し
込
み
。
申
込
期
間
は

８
月
22
日（
月
）
～
24
日（
水
）

■
問
合
せ・
申
込
み　
胆
振
西
部

医
師
会（
☎
25－

６
５
６
５
）



お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故北見光義さん
■７月 12日死去■ 88歳■遺族は田鶴子さん■虻６区

故田所英子さん
■６月 26日死去■ 92歳■遺族は哲夫さん■虻５区

故田中ツネさん
■６月 25日死去■ 93歳■遺族は和彦さん■清水区

故三橋ともさん
■６月 17日死去■ 100歳■遺族は弘典さん■入４区

故渡邉シズヨさん
■６月７日死去■ 88歳■遺族は隆宣さん■虻７区

故三好キイさん
■６月 15日死去■ 87歳■遺族は日当まゆみさん■虻２区

６月20日から７月19日届出分

紺
青
の
空
を
賜
は
り
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

夕
ぐ
れ
や
世
の
塵
芥
流
し
ま
せ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
征
子

水
の
上
た
わ
む
れ
ど
こ
へ
源
五
郎

　
　
　
　

小
笠
原
勇

店
舗
み
な
失
せ
て
団
扇
に
名
を
残
し

　
　
　
　
　
　
　

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

＜

寄
付
物
品＞

▽
山
田
睦
美
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
沼
田
盛
昭
さ
ん
（
泉
区
）

▽
後
藤
保
子
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
矢
野
孝
典
さ
ん
（
虻
７
区
）

▽
佐
藤
梨
愛・愛
桜
さ
ん
（
室
蘭
）

故成田幸一さん
■６月 17日死去■ 79歳■遺族は秀子さん■温８区

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。
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働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
﹁
働
き
た
い
﹂
を
応
援
す
る
無

料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
︒

■
日　
時

９
月
８
日︵
木
︶
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　

象　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人
・
家
族

■
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン︵
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
︶

町
の
「
ま
ち
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
に
登
録
し
て
い
る
「
あ

あ
ん
ず
の
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
回

西
田
久
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
表
彰

ん
ず
の
会
」
の
清
掃
活
動
が
、
７

月
６
日
（
水
）
を
も
っ
て
30
回
と

な
り
ま
し
た
。
同
制
度
は
、
登
録

団
体
に
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
配

布
。
１
回
の
活
動
に
つ
き
一
つ
ず

つ
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
30
回
で

完
成
と
な
り
ま
す
。

あ
ん
ず
の
会
は
結
成
か
ら
20
年

以
上
に
渡
り
、
洞
爺
駅
と
役
場
を

つ
な
ぐ
自
由
通
路
な
ど
の
清
掃
活

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

七
戸
好
江
会
長
は
「
清
掃
を
し

て
い
る
時
に
い
ろ
ん
な
人
に
声
を

掛
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
励
み
に

な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
続
け
ら

れ
ま
し

た
。
健
康

の
た
め
に

も
続
け
た

い
で
す
」

と
話
し
て

い
ま
し

た
。

あんずの会の会員あんずの会の会員

ひ
と
り
親
世
帯
の
皆
さ
ん

へ
の
支
援
相
談
会

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡
婦

な
ど
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
、
支
援
員
や
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま

す
。

■
日　
時　
８
月
17
日（
水
）
13

時
～
16
時

■
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

3
0
3
会
議
室

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

洞
爺
湖
町
体
育
協
会
の
表
彰
委

員
会
が
開
か
れ
、
洞
爺
湖
町
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
西
田
久
さ
ん
が

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し

表彰された西田さん（右）表彰された西田さん（右）

た
。西

田
さ
ん
は
、
平
成
24
年
か
ら

協
会
理
事
、
28
年
か
ら
は
会
長
を

務
め
、
長
年
、
協
会
の
責
任
者
と

し
て
企
画
運
営
に
携
わ
り
ま
し

た
。
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
西
田

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
り
な

が
ら
、
今

後
の
活
動

に
向
け
て

意
気
込
み

を
あ
ら
た

に
し
て
い

ま
し
た
。
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安倍晋三元首相を偲ぶ安倍晋三元首相を偲ぶ
「洞爺湖サミット宣言の地」に「洞爺湖サミット宣言の地」に

献花台設置献花台設置
　
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
遊

説
中
、
銃
撃
を
受
け
て
死
亡
し
た

安
倍
晋
三
元
首
相
を
悼
み
、
洞
爺

湖
町
は
７
月
11
日
、
12
日
、
洞
爺

湖
温
泉
地
区
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
そ
ば
に
献
花

台
を
設
け
ま
し
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
第
１
次
安

倍
政
権
時
に
開
催
が
決
定
し
た
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し
て
建
て

ら
れ
、
安
倍
元
首
相
に
よ
る
「
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
の

地
」
と
の
揮
毫
（
き
ご
う
）
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

献
花
台
を
設
け
た
直
後
か
ら
、

安
倍
元
首
相
と
の
別
れ
を
惜
し
む

人
た
ち
が
訪
れ
、
町
内
を
は
じ
め

東
京
や
九
州
か
ら
の
観
光
客
も
花

を
供
え
ま
し
た
。
記
帳
者
は
２
日

間
で
２
８
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
献
花
し
た
人
は
「
日
本
の
た
め

に
力
を
尽

く
し
て
い

た
だ
い

た
」「
ま

さ
か
こ
ん

な
形
で
亡

く
な
る
な

ん
て
」
と

安
倍
元
首

相
を
偲
ん

で
い
ま
し

た
。

モニュメントそばに設けられた献花台モニュメントそばに設けられた献花台

安倍元首相の献花に訪れた人安倍元首相の献花に訪れた人

洞爺湖サミットの記念パネル。写真洞爺湖サミットの記念パネル。写真
右は開催決定当時の安倍元首相右は開催決定当時の安倍元首相

マイナンバーカードの申請はお済みですか？

マイナンバーカードの申請についてマイナンバーカードの申請について
申請方法は、個人番号通知書と一緒に郵送される交付申請書を利用した郵送による方法や、スマートフォン

やパソコンを利用してのオンライン申請などがあります。
　マイナポイントは、健康保険証としての利用申し込みや公金受取口座の
登録を行うかなどの条件により、付与されるポイント数が異なります。詳
しくは問い合わせるか窓口にお越しください。
■問合せ
①カードの取得　住民課住民・戸籍年金グループ (☎ 74－ 3002）
　②マイナポイント　総務課管財・情報グループ (☎ 74－ 3000）

　現在、マイナンバーカードを新規に申請すると買い
物などに使える「マイナポイント」が付与される「マ
イナポイント第２弾」を実施中です。
　令和５年２月末の期限までにマイナポイントの申込

みをした人は、最大２万ポイントが付与されます。
　マイナンバーカードは、健康保険証としても利用で
きるなど活用の幅が広がっています。
　この機会にぜひ申請をお願いします。



次回は各区域につ
いて解説します。

■■問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎ 74-3007問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎ 74-3007））

洞爺湖町の景観洞爺湖町の景観
みんなで守ろうみんなで守ろう

（第２回）（第２回）

前回は、景観計画策定の目的とまちの景観の将来像について掲載前回は、景観計画策定の目的とまちの景観の将来像について掲載
しましたが、第２回は景観計画区域について説明します。しましたが、第２回は景観計画区域について説明します。

１．景観計画区域（一般区域）と景観形成重点区域
　洞爺湖町全域を景観計画区域（一般区域）とします。
　その中でも景観づくりにおいて特に重要な区域とした景観形成重点区域は①入江・
高砂貝塚景観形成重点区域②沿道景観形成重点区域③洞爺湖岸景観形成重点区域の
３つです。

２．景観計画区域図
　一定規模以上の建物や工作物などを建築する
などの場合は、洞爺湖町景観条例、景観計画に
より町への届出・協議が必要になります。
　届出は、工事着手の 30日前までに行わなけ
ればなりません。

　建物や工作物などに色や高さなどの基準を定
めており、この基準を守るようお願いします。

◀【洞爺湖岸景観◀【洞爺湖岸景観
形成重点区域Ⅰ】形成重点区域Ⅰ】
美しい田園と洞美しい田園と洞
爺湖が調和する爺湖が調和する
財田地区財田地区

◀【入江・高砂貝塚景観◀【入江・高砂貝塚景観
形成重点区域】形成重点区域】
貴重な縄文遺跡が眠る貴重な縄文遺跡が眠る
入江・高砂貝塚地区入江・高砂貝塚地区

工作物の一例
・柵、塀、擁壁など ・遊戯施設 ・柱、煙突、塔、彫像など ・貯蔵・処理施設 ・太陽光発電
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洞爺湖町防災学習会開催洞爺湖町防災学習会開催
■■問合せ　企画防災課危機管理室（☎74-3004問合せ　企画防災課危機管理室（☎74-3004））

広報とうやこ　2022 年 8 月広報とうやこ　2022 年 8 月15

令和３年７月に北海道から「北海道太平洋沿岸の津波令和３年７月に北海道から「北海道太平洋沿岸の津波
浸水想定」が公表され、洞爺湖町では津波防災対策とし浸水想定」が公表され、洞爺湖町では津波防災対策とし
て公表された津波想定に基づき、津波ハザードマップのて公表された津波想定に基づき、津波ハザードマップの
見直しを進めてきました。見直しを進めてきました。
　今回の学習会では、新たなハザードマップの解説に加　今回の学習会では、新たなハザードマップの解説に加
え、NHK 札幌放送局北海道中央営業センターの協力によえ、NHK 札幌放送局北海道中央営業センターの協力によ

り、NHK の防災への取り組みをはじめ、防災に関するアり、NHK の防災への取り組みをはじめ、防災に関するア
プリの紹介や「みんなで助かるために、いま、できるこプリの紹介や「みんなで助かるために、いま、できるこ
とを」をテーマに地域ミーティングを行い、地域との協とを」をテーマに地域ミーティングを行い、地域との協
働による地域防災力の向上とより良い地域づくりにつな働による地域防災力の向上とより良い地域づくりにつな
げたいと考えています。ぜひ、会場へお越しください。げたいと考えています。ぜひ、会場へお越しください。

～NHK の防災コンテンツが洞爺湖町にやってきます～
■「地域ミーティング＃みんなで助かるために」を開催

災害時に自力での避難が難しい高齢者や障がい者を
どう支えるか。昨年５月、要支援者に対する「個別避
難計画」の作成が市町村の努力義務になりました。
　NHK では、地域の人たちや自治体、専門家を交えた「地

域ミーティング」の開催を呼び掛けています。福祉と
防災を結びつけ、地域に直接働きかける取り組みです。
地域の防災について、皆さん一緒に考えてみませんか。

■開催日 令和４年８月27 日（土）　午前11 時30 分～
■場　所 虻田小学校体育館
■対　象 全町民
■参加費 無料
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人数制限もしくは、
　　中止・延期する場合があります。

■実感！ハザードマップ　津波浸水ポスターの紹介

伊達消防署洞爺湖支署にて撮影

巨大地震津波への備えとして、日ごろからハザードマップの確認を！洞爺湖町
とNHK が協力して、実際の風景にハザードマップで想定できる浸水の深さを組み
合わせたAR（拡張現実）ポスターを作成し、町内各地に掲出しています。自分の命、
大切な人の命を守るために、日ごろから防災や減災について考えるきっかけにし
てください。

アプリのダウンロードはこちらアプリのダウンロードはこちら

NHK ニュース防災アプリ
命を守る情報を手元へ

　最新ニュース、天気、各地の災害情報や避難情報
をお届けします。

■災害食レシピの紹介
　防災学習会の前に虻田小学校体育館で炊き出し訓練を行います。また、会場では、NHK の「明日をまもるナビ」
でおなじみの災害食レシピの紹介コーナーもあります。

　災害で困ったとき、ふとしたアイデアから生まれた
「生きる知恵」、それが「災害食レシピ」。さまざまな
シーンごとに、おすすめしたいレシピを動画で紹介し
ます。
　省エネ、時短など、普段のメニューに役立つヒント
も盛りだくさん！明日ナビ動画ではたくさんの災害
食レシピをご覧いただけます。

災害食レシピの一例災害食レシピの一例

ＮＨＫ北海道太平洋防災プロジェクト
　NHK 北海道では、地震や津波が起きた場合にどんな被害が想定されるの
か、私たちはどのような備えをすればよいのかなどについて、番組やイベント
などを通じて多角的にお伝えします。“備え”の形はひとつではありません。
　ぜひ、皆さんの実情に応じた“備え”のヒントを探してみてください。



　申込み・　申込み・問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

さわやかだ
より
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　気管支や肺の細胞ががん化して起こる病気です。
　咳、痰、血痰、発熱などをきっかけに発見されるこ
ともありますが、いずれも肺がんだけにみられる症状
ではありません。
　がんの部位別死亡数第１位は肺がんです。2019 年
の日本全体のデータでは年間 7 万人以上が肺がんで
命を落としています。（厚生労働省「2019 年人口動
態統計」）
　肺がんの最大の原因は喫煙です。たばこを吸わない
人に比べて吸う人では、肺がんになる危険度が、３～
４倍になります。肺がんによる死亡のうち、男性で約
7 割、女性で約 2 割は、たばこがなければ起こらな
かったと推計されています。また、たばこを吸わない
人でも、受動喫煙で肺がんの危険性が上がります。そ
のため、最大の予防法はたばこを吸わない、他人のた
ばこの煙を避けることです。「禁煙外来」を利用する他、
薬局で買えるニコチンパッチ、ニコチンガムを利用す
ることで禁煙に成功しやすくなります。

結核菌によって主に肺に炎症が起きる病気です。
　最初は風邪に似た症状で始まります。2 週間以上長
引く咳は赤信号です。結核は、今でも 1 日におよそ
40 人の新しい患者が発生し、6 人が命を落としてい
る、重大な感染症です。
　菌を出している結核患者の咳やくしゃみなどのしぶ
きと一緒に、結核菌が空気中に飛び散り、それを吸い
こむことで感染します（空気感染）。
　感染しても、全ての人が発病するわけではありませ
ん。健康であれば免疫の働きによって結核菌を抑え込
めます。健康的な生活が免疫力を高め、結核の予防に
つながります。また、早く見つけることで重症化を防

結核・肺がん検診結核・肺がん検診
受けましょう！受けましょう！

　年に１度は胸部 X 線検査（レントゲン検査）による検診を受けましょう。喫煙指数（１日にたばこを
吸う本数×喫煙年数）が 600 以上のヘビースモーカーの人は、喀痰検査も併せて受診することをおすす
めします。
　検診でがんや結核の疑いがある場合には、そのまま放置せずに精密検査（病院で受けるより詳しい検査）
を受けましょう。早期に発見すれば、体への負担が軽い治療で済む可能性が高くなります。

■日程　９月 20 日（火）～９月 22 日（木）
■会場　町内巡回（検診車が各集会所などを巡回し
　　　　検診を行います）

■料金　無料
■対象　19 歳以上の町民
　　　　　※ただし、今年度すでに肺がん検診　　　　
　　　　　　を受診している人は除く。
■申込み　事前予約制（詳しくは８月の各戸配布
　　　　　チラシか健康福祉センターまで問い合
　　　　　合わせください。）

結核・肺がん検診のお知らせ結核・肺がん検診のお知らせ

肺がん肺がん 結核結核

ぎ、周囲への感染予防にも
つながるため、症状がなく
ても定期的な検診受診が大
切です。
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］10 時～ 17 時　　　　［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室（☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

どこからきたの？
食べもの＆くらしイラスト大図鑑
ＪＴＢパブリッシング

食卓に並ぶ料理の数々や日常生活で
使用している衣服、筆記用具、電気や
水などのインフラがどこから来たもの
なのか、そのルーツをイラストでわか
りやすく紹介 ! 食べもの、くらし、イ
ンフラの 3 つの観点から解説してお
り、子どもの調べもの学習に最適の一
冊です。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　8 月のおはなし会
■日　時　８月 20 日（土）10 時～ 11 時、22
日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あぶた母と子の館
キッズタイム　英語であそぼう！ ( 歌、絵本の
読み聞かせ、ゲーム、ダンス ) ※事前予約が必
要
■日　時　８月 20 日（土）10 時～ 11 時
■場　所　あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。人数制限
を行うこともありますのでご了承ください。

今月の
リポーター
折原英明さん

　
　
月
に
入
り
、
暑
い
日
が
続

　
　
い
て
い
ま
す
ね
。
洞
爺
湖

は
観
光
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
と

な
り
、
僕
が
住
む
洞
爺
地
区
も

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

7
月
後
半
か
ら
8
月
に
か
け

て
洞
爺
湖
町
も
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
２
で
は
協
力
隊
と

し
て
支
援
し
て
い
る
洞
爺
湖
町

商
工
会
の
縁
日
の
出
店
な
ど
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
来
場
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
洞
爺
夏
ま
つ
り
や
に
ぎ
わ
い

ま
つ
り
２
０
２
２
な
ど
、
こ
こ

数
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
さ

れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ

れ
、
移
住
を
し
て
２
度
目
の
夏

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、７
月
15
日（
金
）
か
ら

「
あ
つ
も
り
商
品
券
２
０
２
２
」

の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
す
で
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
町
民
の
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
商
工
会
が
主
体
の

事
業
と
い
う
こ
と
で
、
僕
も
さ

ま
ざ
ま
な
実
務
を
担
当
し
て
い

て
、
昨
年
同
様
に
町
民
の
皆
さ

ん
へ
お
届
け
し
た
あ
つ
も
り
商

品
券
の
チ
ラ
シ
を
制
作
し
た

他
、
商
品
券
販
売
の
お
手
伝
い

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り

方
の
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

８

今月の
１冊
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■
あ
ぶ
た
読
書
の
家
︿
一　
般
﹀

▽
探
花
隠
蔽
捜
査
９
（
今
野
敏
）

▽
鑑
定
人
氏
家
京
太
郎
（
中
山
七

里
）▽
母
の
待
つ
里（
浅
田
次
郎
）

▽
お
ネ
コ
さ
ま
御
一
行
れ
ん
げ
荘

物
語
（
群
よ
う
こ
）
▽
ボ
タ
ニ

カ
（
朝
井
ま
か
て
）
▽
異
変
あ
り

や
空
也
十
番
勝
負
（
六
）（
佐
伯

泰
英
）
▽
ザ
リ
ガ
ニ
の
鳴
く
と
こ

ろ
（
デ
ィ
ー
リ
ア・オ
ー
エ
ン
ズ
）

▽
無
明
（
今
野
敏
）
▽
刑
事
弁
護

人（
薬
丸
岳
）▽
幸
村
を
討
て（
今

村
翔
吾
）
▽
漆
花
ひ
と
つ
（
澤
田

瞳
子
）▽
タ
ラ
ン
ト（
角
田
光
代
）

▽
コ
ン
ク
ー
ル
シ
ェ
フ
！
（
五
十

嵐
貴
久
）
▽
朱
色
の
化
身
（
塩
田

武
士
）
▽
夏
の
体
温
（
瀬
尾
ま
い

こ
）
▽
人
面
島
（
中
山
七
里
）
▽

油
絵
は
謎
を
さ
さ
や
く（
翔
田
實
）

▽
菜
の
花
の
道
（
藤
原
緋
沙
子
）

▽
は
じ
め
て
の（
島
本
理
生
ほ
か
）

︿
児
童
書
﹀
▽
い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね

（
い
も
と
よ
う
こ
）
▽
お
ひ
め
さ

ま
の
あ
い
う
え
お
（
よ
ね
こ
め
）

▽
か
み
は
こ
ん
な
に
く
ち
ゃ
く

ち
ゃ
だ
け
ど
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス

ケ
）
▽
お
ば
け
の
ア
ッ
チ
あ
か

ち
ゃ
ん
は
ド
ド
ン
！
（
角
野
栄
子

著
／
佐
々
木
洋
子
絵
）
▽
ケ
ケ
と

半
分
魔
女
（
角
野
栄
子
著
／
佐
竹

美
保
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

︿
一　
般
﹀
▽
死
に
た
が
り
の
君

に
贈
る
物
語
（
綾
崎
隼
）
▽
な
る

ほ
ど
デ
ザ
イ
ン
（
筒
井
美
希
）
▽

北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス

（
伏
尾
美
紀
）

︿
児
童
書
〉
▽
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ど
お

り
の
お
ひ
る
ご
は
ん
（
フ
ェ
リ
シ

タ・サ
ラ
）▽
海
の
ア
ト
リ
エ（
堀

川
理
万
子
）
▽
こ
っ
ち
と
こ
っ
ち

ど
っ
ち
？
（
き
た
や
ま
よ
う
こ
）

▽
び
り
び
り
（
中
新
井
純
子
）
▽

火
星
は
⋮
（
ス
ザ
ン
ヌ
・
ス
レ
ー

ド
）

あつもり商品券あつもり商品券
のチラシのチラシ
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格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ
て

　
　

く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

熱
中
症
が
増
え
る
時
期
で
す
。
全

国
各
地
で
、
猛
暑
に
よ
り
熱
中
症

で
搬
送
さ
れ
た
人
が
多
く
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
外
に
限

ら
ず
室
内
で
も
熱
中
症
は
発
生
し

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と

脱
水
や
体
温
上
昇
に
気
づ
き
に
く

く
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
次

の
こ
と
に
注
意
し
夏
を
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
！
（
普
段
過
ご
す
部
屋

に
温
度
計
を
置
い
て
み
て
は
？
）

②
室
温
が
28
度
を
超
え
な
い
よ

う
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
！

③
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
！

④
外
出
す
る
と
き
は
体
を
締
め
つ

統
一
標
語

『
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
』

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
い
え
ば
花

火
で
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付
け

の
方
法
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
「
花
火
」

は
避
け
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
十

分
注
意
し
、
火
災
発
生
の
防
止
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行

本
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熱
中
症
に
注
意
！

け
な
い
涼
し
い
服
装
で
、
日
よ
け

対
策
も
！

⑤
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩

を
！

⑥
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
！

⑦
わ
ず
か
な
時
間
で
も
子
ど
も
を

車
内
に
絶
対
に
残
さ
な
い
！
（
子

ど
も
は
大
人
よ
り
高
温
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
）

お
盆
の
火
災
予
防

　
お
盆
は
先
祖
を
供
養
す
る
大
切

な
行
事
で
す
が
、
先
祖
供
養
の
た

め
多
く
の
人
が
訪
問
す
る
こ
と
も

増
え
、
仏
壇
や
お
墓
な
ど
で
火
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ろ

う
そ
く
や
線
香
の
火
が
原
因
で
火

災
が
発
生
し
た
事
案
が
多
数
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

提供する
災害情報 火災や救助、住民生活に支障が生じる自然災害の情報

登録方法

・ＱＲコード
　携帯電話、スマートフォンからＱＲコードを読み
取り、手順に従い登録してください。
・メール
　右記のアドレスに直接、空メールを送信し、返信
された URL から手順に従い登録してください。

jumin.nishiiburi-fd@
fs119.ktaiwork.jp

※お使いの携帯電話、スマートフォンで迷惑メール
フィルタなどを使用している場合、返信メールを正常に
受け取れない場合があります。「nishiiburi-fd@fs119.
ktaiwork.jp」の「指定受信解除」または「＠ fs119.
ktaiwork.jp」の「ドメイン解除」などを行い、返信メー
ルを受け取れるように設定をお願いします。設定方法

については、携帯電話各社・お使いの機種などにより
異なりますので、それぞれの購入店舗などで相談して
ください。消防署では、設定方法についてお答えでき
ませんので、ご了承ください。
　なお、システムは無料で利用できますが、別途、通
信料がかかります。

役立つ「災害情報サービス」の活用を！！
西胆振行政事務組合消防本部では、組合管内（伊達

市・洞爺湖町・豊浦町・壮瞥町）で発生した火災や救助、
自然災害などの情報（消防出動情報）をあらかじめ登
録された携帯電話、スマートフォン、パソコンに「電
子メール」で配信するサービスを行っています。

　「電子メール」配信サービスについては事前登録が必
要となります。詳しくは「西胆振行政事務組合消防本
部ホームページ (http://nfd119.sakura.ne.jp/)」をご
覧ください。
■問合せ　西胆振行政事務組合消防本部消防課通信係

（☎ 0142-21-5003）

い
、
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所

で
は
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
は
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

④
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な

い
で
く
だ
さ
い
。



71
第

回

合
同
野
外
焼
肉

　
　
水
友
愛
の
里
周
辺
は
春
を
迎

　
　

え
て
つ
く
し
が
顔
を
出
し
、

桜
が
咲
い
て
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
じ
ゅ

う
た
ん
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
緑
豊
か
な
景
色
へ
と
移
り
変

わ
り
、
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
初
め
て
の
行
事
と
な

る
「
野
外
焼
肉
」
を
︻
友
愛
の

里
︼
と
︻
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
憩
い
の
丘
︼
の
合
同
で
５
月
28

日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。
前
日

ま
で
雨
が
降
っ
た
た
め
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
当
日
は
太
陽
が
出

て
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
炭
を

お
こ
し
て
牛
肉
や
豚
肉
、
ハ
ム
ス

テ
ー
キ
、
海
鮮
塩
焼
き
そ
ば
、
野

菜
を
次
々
と
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

お
い
し
い
そ
う
な
匂
い
が
広
が

り
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
職
員
も
利
用
者
の

応
援
を
受
け
て
暑
さ
に
負
け
ず
、

料
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
く
焼
き
上
が
っ
た
お

肉
、
新
鮮
な
甘
み
が
出
て
い
る
野

菜
、
魚
介
類
が
贅
沢
に
使
用
さ
れ

て
い
る
塩
焼
き
そ
ば
、
一
つ
ず
つ

握
ら
れ
て
い
る
ご
ま
塩
お
に
ぎ

り
、
温
か
く
あ
っ
さ
り
と
し
た

ス
ー
プ
は
、
ど
れ
も
好
評
で
参
加

者
か
ら
は「
お
い
し
い
ね
ー
」「
お

か
わ
り
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
合
同
で
の
行
事
で
も
あ
り
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
利
用

者
は
、
会
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽

し
そ
う
に
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

食
事
の
後
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で「
ア
イ
ス
の
く
じ
引
き
」

を
行
い
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
く
じ

を
引
い
て
番
号
順
に
、
16
種
類
も

の
ア
イ
ス
の
味
の
中
か
ら
好
み
の

物
を
選
び
ま
す
。
人
気
は
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
系
で
、
す
ぐ
に
品
切
れ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
珍
し
い
味

な
ど
も
あ
り
「
今
度
、
ま
た
食
べ

る
な
ら
～
」
と
話
し
て
い
る
人
も

い
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
あ
い
さ
つ
と
と
も
に

恒
例
の
「
万
歳
三
唱
」
と
「
紙
吹

雪
」
で
行
事
は
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
年
齢
層
が
広
い
た

め
、
食
事
形
態
の
調
整
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
安
全
で
安
心
し
て
、
楽
し
め

る
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ

製
パ
ン
班
　
ミ
ニ
行
事

清

焼肉を楽しむ参加者焼肉を楽しむ参加者

　

今
ま
で
は
定
期
的
に
旅
行
も

交
え
た
行
事
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
中
止
し
た
行
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
感
染
症
対
策
が

し
っ
か
り
と
行
え
る
場
合
に

限
っ
て
、
利
用
者
の
日
ご
ろ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
気
分
転
換
の

た
め
、
規
模
を
縮
小
し
短
時
間

で
の
ミ
ニ
行
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
に
は
あ
す
な
ろ
食
堂
内

で
、
ど
ら
焼
き
作
り
を
実
施

し
ま
し
た
。
熱
し
た
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
に
丸
く
な
る
よ
う
生
地

を
流
し
て
、
気
泡
が
ふ
つ
ふ
つ

と
上
が
っ
て
く
る
ま
で
少
し
待

機
。
そ
の
間
は
待
ち
遠
し
く
、

じ
っ
と
焼
け
る
の
を
見
つ
め
て

い
る
人
や
、
焼
け
た
ら
何
を
乗

せ
よ
う
か
と
隣
の
人
と
相
談
し

合
っ
て
い
る
人
、
ほ
か
の
グ

ル
ー
プ
が
焼
い
て
い
る
生
地
を

の
ぞ
き
に
行
っ
て
い
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

焼
き
あ
が
っ
た
生
地
は
も
っ

ち
り
と
し
て
い
て
、
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
の
上
で
ひ
っ
く
り
返
す

こ
と
は
少
し
難
し
い
作
業
で
し

た
。
自
分
で
返
す
こ
と
が
難
し

い
人
に
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

人
が
手
助
け
を
す
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
ら
や
き
の
具
材
と
し
て

「
い
ち
ご
・
バ
ナ
ナ
・
栗
・
白

玉
だ
ん
ご
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・

つ
ぶ
あ
ん
・
カ
ス
タ
ー
ド
ク

リ
ー
ム
・
生
ク
リ
ー
ム
」
な
ど

の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
お
好
み
で
挟

ん
で
完
成
で
す
。

　

ど
ら
焼
き
を
食
べ
た
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
多
く
の
人
は
自

分
で
作
る
こ
と
は
初
め
て
で
し

た
。
好
き
な
具
材
を
た
く
さ
ん

乗
せ
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
物

を
作
る
人
や
控
え
め
に
作
る

人
、
生
地
を
上
手
に
包
ん
で
い

る
人
な
ど
、
自
分
だ
け
の
特
別

な
ど
ら
焼
き
に
満
足
し
て
、
皆

さ
ん
、
終
始
笑
顔
で
楽
し
そ
う

で
し
た
。

　

い
つ
も
の
場
所
で
、
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
と
美
味
し
い
食
べ

物
を
楽
し
く
食
べ
る
と
い
う
時

間
も
今
は
と
て
も
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
。
短
時
間
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
仕
事
の
こ
と
を
忘
れ

て
仲
間
と
笑
い
合
え
た
ひ
と
時

で
し
た
。



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 121号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2022 年８月 20

　スマートフォンの位置情報機能を使ったゲームを、
今年も開催します！
　「指令の書」の謎を解き、ジオパークエリア（伊達市・
豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町）内のどこかに設置された「あ
る場所」を探して訪れると、賞品がもらえる仕組み（先
着・抽選あり）です。
　スタート地点は、洞爺湖有珠山ジオパークエリア内
の道の駅、水の駅！夏休み期間中、いつもは行かない
場所を探検してみませんか？
　ルールなどの詳細は、掲示のポスター・チラシ、洞
爺湖有珠山ジオパークのホームページをご覧ください。

20222022 開催中！開催中！「スマホ de 謎解きラリー」「スマホ de 謎解きラリー」
2022 年8 月1 ～31 日、洞爺湖有珠山ジオパークで楽しめる、期間限定イベント！！

チャレンジ
してね‼

オリジナル間伐材うちわ
（先着150 名）プレゼント！

「北海道ジオパークまつり」に出展しました！「北海道ジオパークまつり」に出展しました！
　2022 年６月 25 ～ 26 日、北海道博物館で、北
海道のジオパーク各地域※が実験・体験ブースを出
展する「北海道ジオパークまつり」が開催されまし
た。
　過去２年間は新型コロナウイルス感染症の影響
で中止されていたものですが、今年は完全予約制、
マスク着用などの対策をとったうえでの開催とな
りました。
　洞爺湖有珠山ジオパークは『火山の砂から宝石を
探そう！』と題し、石英の粒を集めるという体験
ブースを出展しました。参加した小学生約８０人

は、洞爺湖有珠山地域が大昔の火山活動で形成され
たことや、火山の活動が鉱物を作り出していること
を楽しみながら学んでいました。
　この他、アポイ岳ジオパーク「シカ角工作＆マ
ダニの世界」、三笠ジオパーク「化石バスボムづく
り」など、さまざまな特色を生かした体験メニュー
が用意され、２日間で合計約５００人が北海道のジ
オパークの魅力に触れました。
　※現在北海道には、６つのジオパークと、１つの
ジオパークを目指している地域があります。

洞爺湖有珠山地域の特徴や鉱物ができる仕組みを説明。その後、砂の中から石英の粒を探しました。



上記のイベントなどの情報は８月１日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定されているイ
ベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

７月９日（土）
～ 8 月 28 日（日）

夏特別展　徳丸滋展「サン　－森羅万象－」

８月11日（木）
脳の健康教室

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

12 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

13 日（土） 夏特別展関連アーティストトーク

17 日（水） ひとり親世帯への支援相談会

18 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

1.6 歳児、３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

げんきクラブ（洞爺）
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

19 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

20 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

22 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

23 日（火）
子育てセミナー①

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

24 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

25 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

26 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
13：00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

27 日（土） 洞爺湖町防災学習会

28 日（日）
北海道トライアスロン

洞爺湖・羊蹄山麓周辺

水辺の生きものマップ

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント
洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30 分～ 17 時（受付は 16 時 30 分まで）
※臨時休館日　８月 29 日（月）～９月１日（木）
夏特別展　徳丸滋展「サン　－森羅万象－」
■日　程　７月 9 日（土）～ 8 月 28 日（日）
夏特別展関連アーティストトーク　
■日　程　８月 13 日（土）13 時 30 分～（開場 13 時～）
■ゲスト　徳丸　滋さん
■定　員　20 人
月夜の芸術館コンサート（この日のみ夜間開館 20 時まで）
■日　時　9 月 19 日（月・祝）※９月 2 日（金）より予約
受付
■開　演 ①昼の部 14 時（開場 13 時 30 分～）②夜の部 18 時（開
場 17 時 30 分～）
■演　奏　加藤亮子と仲間たち
■定　員　①②各 30 人
■参加費　無料（町外の人は入館有料です）
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

29 日（月）
フッ素塗布

13：00 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

31 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

9 月 1 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

２日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

７日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

８日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ（洞爺）
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター）

救急の日講演会

9 日（金）

Ｂ型肝炎給付金相談会

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

10 日（土）
～ 11 日（日）

第 34 回北海道ツーデーマーチ
洞爺湖温泉湖畔遊歩道広場（主会場）所

ピックアップイベント詳

時
所

広報とうやこ　2022 年８月広報とうやこ　2022 年８月21

水辺の生きものマップ
■日　時　８月 28 日（日）10 時～ 12 時※申込みは前日の
17 時まで
■場　所　洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　8 人（先着順）
■参加費　１人 300 円
■服装・持ち物　動きやすい服装、着替え、帽子、長靴、タ
オル、飲み物、虫よけスプレー、マスクなど
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）
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月浦八幡神社の修繕プロジェクトを開始

東奔西走
　　ロナ禍により３年ぶりの開催となったサマーフェスタ 2022
　　in 洞爺湖。大人気の登別伊達時代村による「忍者ショー」
や縄文勾玉づくり体験などさまざまなイベントが行われ、訪れた
人たちは大いに盛り上がっていました。（M.O）
　　民を紹介する本誌の「Spot  light」。町外からの移住者やＵ
　　ターンの人を取材しましたが地域貢献に熱心な人も多く、仕
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誌面からその熱意が少しでも伝わればと願っています。（Ｄ . Ｙ）
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Spotlight

profi le
昭和 58 年３月 28 日生ま
れ。月浦在住。茨城県出身。
39 歳。趣味は格闘技鑑賞。


